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私たちは、キリストの愛をもって、日本と世界の助けを必要とする人びとに仕えます

森川 博己

「お前たちは、わたしが飢えているときに食べさせ、のどが乾いていたときに飲ませ、旅をしていたときに宿を貸し、裸のときに着せ、病気のときに見舞い、牢にいたときに訪ねてく
れたからだ．はっきり言っておく．私の兄弟であるこの最も小さい者の一人にしたのは、私にしてくれたことなのである。」           マタイによる福音書　25章35節～36節、40節
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感謝を伝えるアメリカへの旅
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○アメリカでの経験を支えに
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●自分の意見をもつことの大切さ
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東日本大震災被災者支援活動 東日本大震災被災者支援活動
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たのしい熊本の高校生活
ルーテル学院高等学校２年生
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　いつも暖かい支援をありがとうございま
す。皆様の温かい支援のおかげで、私は
ルーテル学院でのびのびと一年間をすご
すことができ、今も明るく、楽しく毎日をすご
しています。
　私は今、ルーテル学院の二年生で、理数
特進というクラスに在籍させていただいて
ます。今年で二年目で、友達とも仲良く過ご
すことができています。
　理数系の教科は二年になり授業数が増
えたこともあり、進むスピードがはやく、内容
も濃くなり、今は内容を理解することで精
いっぱいな状況ですが、優しい先生方のお
かげで頑張っています。授業中はさわいだ
りすることもありますが、つねにしっかり
ノートをとったり、分からないところはすぐ
質問したりすることを心がけています。
　勉強だけでなく、最近は学校行事でルー
テル高校と姉妹校である「新興 ( シヌン )
高校」（韓国にある）との交流行事があり、と
ても楽しく参加したことを覚えていますし、
福島の高校にいた時とは違う行事がありと

ても新鮮で、一年生の時とは違う参加がで
きると思うとわくわくしています。
　寮では後輩や先輩の投票により、寮長と
いう重役を任されることになりました。ちゃ
んとできるかとても心配ですが、リーダー
シップを持って行動をすることで、後輩や
先輩、寮の先生に、今まで同様これからもか
けるであろう迷惑を、少しでも減らしていき
たいと思っています。
　最後に、私の将来の夢は、今現在では看
護師の資格を取り、全世界でグローバルに
活動することです。まだいろんな職業に興
味があり、ちゃんとした夢は決めていません
が、どんな職業にでもつけるように、しっか
り勉強していきたいと思います。これからも
JELA の皆様には迷惑をかけると思います
が、温かい支援をよろしくお願いします。

地元の保育士をめざして
尚絅学院大学総合人間科学部

子ども学科２年生
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●震災の家族生活への影響
　私は現在、保育士になるために大学へ通
い勉強しています。昨年の東日本大震災で
私の実家（福島県南相馬市）は、原子力発
電所の30ｋｍ圏内にあるため緊急時避難
準備区域となってしまい、一時避難をして
いました。祖父母、母、伯父、姉、私、弟の７
人家族でしたが、以前に脳梗塞で倒れて左
半身麻痺となり透析が必要な伯父は、通院
していた病院が一時閉院となってしまい、
福島市の病院での透析となったことから、
祖母と共に福島市へ移りました。高校に入
学した弟は、入学予定だった高校が閉校と
なってしまい、福島市にある姉妹校へ通う
ために、福島市内で一人暮らしをすること
になりました。姉は福島市の大学へ通って
おり一人暮らしをしていましたが、私も大学
入学と同時に仙台市内での一人暮らしを
始めたため、家族が５ヵ所に別れことにな
りました。現在は状況が落ち着いたため、祖
父母、母、伯父は実家で生活しています。

●勉学と生活の支え
　このような状況のもと、私は大学へ入学し
ましたが、母子家庭で決して裕福な家庭で
はないため、学費の納入が難しくなってしま
いました。そんなとき、日本福音ルーテル社
団さまの学費支援のお話を聞き、面談をし
ていただき、支援していただけることになり
ました。もし、日本福音ルーテル社団さまか
らのご支援を受けることができていなけれ
ば、今日まで大学へ通えていたかも分かりま
せんでした。学費支援をしていただいている
おかげで、母への負担を軽減することがで
き、私自身も勉強に集中する環境を整えるこ
とができました。たくさんの人に支えられて学
べているという意識を持ち続けることによっ
て、向上心を強く持てるようになりました。日
本福音ルーテル社団さまのご支援は私や家
族にとってとても大きな力となっています。
●保育士として地元のために
　私自身、たくさんの人に支えられて大学生
活ができているので、将来は保育士として、
地元・福島の子どもたちや保護者の支えに
なりたいと考えています。原子力発電所の影
響を受け、たくさんの子どもたちや保護者の
方たちが市外、県外に避難・移住してしま
いました。ですが、残っている子どもたちも
少なからずいます。避難した子どもにとって
も、しなかった子どもにとっても、自身を取り
巻く環境は大きく変わってしまいました。住
む家を失った子、住む場所が変わった子、親
を亡くした子、孤児になってしまった子、友
達を失ってしまった子、それぞれの子どもた
ちが置かれている状況はさまざまですが、
小さな体にふさわしくないほどの大きなスト
レス・重圧を背負っていることに変わりは
ありません。それは子どもたちだけでなく保
護者の方たちにも重くのしかかっているの
では、と思います。そのような状況にある子ど
もたちや保護者の方たちのために、大学で身
に付けたことや経験を生かし、保育士として
働きたいと考えています。一人でも多くの子ど
もたちのストレスが緩和され、元気いっぱい
の明るい笑顔が増やせるような保育士にな
れるよう、残りの大学生活もがんばっていき
たいです。
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第９回世界の子ども支援／東日本大震災復興支援　チャリティコンサート
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共にあること
リラ・プレカリア研修講座
第３期修了生
崎山 たまも

○心がゆれる
　つい先日伺った方は、間もなく最後の
時を迎えるだろうということで、ご家族
が付き添われていました。看護師さんか
ら「（ハープと歌の奉仕は）短めに」とア
ドバイスがありました。私はベッドサイド
でハープを弾き始めましたが、彼女は
落ち着かずハープ越しにご家族の所在
を確認されているようでした。ハープの
音も歌声も届いていないようで、私は５
分ほどで失礼させていただきました。こ
のあと私は、自分の心のあり方が「何か
変だぞ」と思ったのです。彼女が希望し
ていなかったからやめた？　数回ベッド
サイドにおじゃましただけで彼女の気持
ちがわかるというのか？　彼女を喜ば
せに行ったのか？　私が良い気分にな
りたかったのではないか……。死は時
間の大切さを教えてくれます。残り少な
い時間の方への奉仕者がこんな私で良
いのか、と怖くなって逃げ出したような
気もするのです。

○出会いを大切にする
　「一期一会」――、先ごろ襲名披露を
された歌舞伎役者の四代目・市川猿之

助さんが何度か口にされた言葉です。リ
ラ・プレカリアの働きは、相手に感動を
与えようというのではなく、「ただ共にい
て、多くの祈りの中で作られた音楽を共
有する場を提供する者となる」ことかも
しれません。出会いの時を大切に思う気
持ちと、先人たちの思い（祈り）を伝えよ
うとする気持ちは、歌舞伎役者に通じる
ものがあるように感じます。

○心を静める
　「……『外なる人』は衰えていくとして
も、わたしたちの『内なる人』は日々新た
にされていきます。……見えるものは過
ぎ去りますが、見えないものは永遠に存
続するからです」（新約聖書・コリント
の信徒への手紙Ⅱ　４章 16 節～ 18
節）。リラ・プレカリアの働きを始めて、
人の表情・言動という見えるものに気
配りが大切であっても、それに惑わされ
ることがないよう「心を静かにする」難し
さを実感しています。私がどんなにボロ
ボロの器であっても、恐れて逃げてしま
わず、日々新たにされる「内なる人」、共
にいてくださる方を信じ、大切な時にむ
けて練習するのみです。練習方法は２
年間の研修で教えていただいています。

　私のお世話になる桜町聖ヨハネホー
ムではシスターが常に同行してください
ます。私の働きを何の批評をされること
もなく、ただ共にいてくださるのです。一
緒に歌ってくださったり、笑わせてくだ
さったりします。なんと心強いことでしょ
う。このような心洗われる時間をあたえ
られていることに感謝します。
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見守ってくれるシスターと

レポート全文はJELAのホームページからご覧になれます
http://www.jela.or.jp/cambodiareport2012.html
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　私たちの活動に賛同し、支えてくださる賛助会員を随時募集しています。
多くの方が賛助会員になってくださることで JELAの運営がより安定し、事業展
開も充実したものになります。　プログラムへのご寄付や賛助会員になることを通し
て、JELAの働きをご支援いただけると幸いです。

１．賛助会員になるには……………
JELA 事務局にお問い合わせいただくか、ジェラニュース同封の郵便払込取扱
票の該当欄にマークして、直接会費をご送金ください。
問い合わせ先：JELA 事務局　Tel.03-3447-1521 Fax. 03-3447-1523 
メ ー ル jela@jela.or.jp　　　　郵 便 振 替 口 座　
00140-0-669206　日本福音ルーテル社団

２．会費は……………
一口２千円。ご予算に余裕があるときに、自由にご
送金いただければと存じます。

３．やめたい場合は……………
退会手続きはございません。賛助会員としてお
名前とご住所を登録したファイルからの抹消
をご希望の場合は、JELA 事務局にお申し
出ください。

JELAの賛助会員になってください


